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1.22 諫早市教育委員会指定 研究発表会 

１月２２日、諫早市教育委員会指定研究発表会を開催いたしました。

市内外から多くの先生の参加のもと、「豊かな子を育む教育課程の在り

方～算数科を中心として～」について、公開授業を通して発表しました。

研究仮説『算数科において、考えをまとめ、伝え合う活動を充実させれ

ば、児童は数学的な見方・考え方を働かせながら、思考力・判断力・表

現力を豊かに高め自分の学びをマネジメントしていくであろう』を、検

証する一日となりました。 

 

対話的な学びが子どもの思考力に与える具体的な効果について、3 つの視点で解説します。 

1. 思考の言語化による「理解の深化」と「整理」 

考えを他者に伝えようと試みる過程で、子供の頭の中では思考の整理が行われます。 

• 効果： 単に公式や答えを覚えるだけでなく、「なぜそうなるのか」というプロセスを説明するこ

とで、自分の考えが客観視され、理解がより確実なものになります。 

• 根拠： 「説明しようとすることで頭の中が整理される」というプロセスは、思考を定着させる大

きな要因となります。 

2. 多様な視点に触れることによる「多角的・柔軟な思考」 

自分一人では思いつかなかった「他者の考え」に触れ、理解し、説明することは、思考の幅を広げ

る強力な刺激となります。 

• 効果： 子どもたちが互いに顔を突き合わせて意見を交わすことで、「その手があったか！」とい

う驚き（新しい視点の獲得）や「自分の考えと似ている」という共感（共通点の発見）が生まれま

す。これにより、一つの事象を複数の角度から検討する柔軟な思考力が養われます。 

3. 納得解を導き出す「論理的・協働的思考」 

対話は単なるおしゃべりではなく、異なる意見を統合し、より良い解決

策（納得解）を見つけるプロセスです。 

• 効果： 友達の意見を聞き、自分の考えと比較・検討する中で、「根拠

を持って論理的に考える力」が育ちます。また、対話を通して集団とし

ての知恵を出し合うことは、正解のない問いに対して粘り強く考え抜く

姿勢を育みます。 

 このように、しっかり考え、伝え合う活動を充

実させ、確かな学力を定着せるとともに、生きる

力に直結する非認知能力（目に見えない人間性や

資質・能力）の育成も図っています。 

『授業を公開してくれた１年１組、６年２組のみ 

 なさん、立派な学びの姿でしたよ。』 
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    学校教育目標   創造的な実践力に富む、心豊かで、たくましい子どもの育成  

 

       

明るく、思いやりのある子 

夢に向かって、自ら学ぶ子 

身体を鍛え、最後までやりぬく子 

 

文責：竹添 聡 

 

 

 

  



 

 

   自分にきびしく、生活リズムを整える 

   ・早寝早起き朝ご飯を心がけよう 

   ・昼休みは外で元気に遊ぼう 

   ・よい言葉遣いをし、相手の気持ちを考えよう 

   ・うがい手洗いを実践しよう 

   

   冬の病気を防ごう 

   

   １００冊めざそうチャレンジ 

給食目標 

  感謝の気持ちをもとう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月行事予定 
    ５日（木） 市小中美術展（９日まで）  １９日（木） 学校運営協議会評価部会 

    ６日（金） 入学説明会         ２４日（火） 全校集会（皆勤賞表彰） 

          ※１年給食後下校      ２５日（水） ６年生を送る会 

   １０日（火） 児童集会（保健）             ６年模擬選挙 

   １３日（金） 授業参観・懇談       ２７日（金） まとめウィーク（全校５校時） 

   １７日（火） 学校運営協議会実践部会          ※３月９日まで  

   １８日（水） お話の部屋 

【人権感覚】 

 日々の生活の中で、「人を大切にす

る感じ方・考え方・行動」が自然に身

に付いていくように指導しています。 

①みんな一人一人が大切な存在 

②いやなことはいやと言っていい 

③相手の気持ちを想像しようとする 

④違いを認め合う 

⑤傍観せず行動する 

⑥ルールは人を守るためにある 

※大人の言動そのものが、子どもたち

にとっての「教科書」であるという自

覚をもたねばなりませんね。 
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